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りまく複雑多岐な付随業務を適確に処理し， 補佐 し， 雑務を取り除 くこと である。
愛清豊かで，他人に心配りができる一方，合理的 ・論理的思考力が要求され，迅速な行動が
要求される。人間対人間の関係の中での業務が多く，変化に富んだ秘書の業務を遂行していく
ためには， 秘書専門知識・ 技能だけでは対処できない場合がある。そ こには秘書独特の資質が




力と発散的思考力のパ ラ ンスがとれている統合型である。③人間関係の構えは自 •他肯定型で




我が国初の試みと して， 当医療短期大学に医療秘書科が認可さ れ，すでに 5年が経過し よう
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基づいて作られた検査であり，自分の性格と他人との人間関係について分析 した検査である。





慮を行う関係であり ，自分の利益のために他人を支配したり ，利用 したりするよう な関係では
ない。
②自己肯定 •他者否定 ：これは支配的な人が とる構えである。この構えの特色は ， 自分の肌
に合わない者を排除しようとする傾向である。自信があるのはよいが，ともすればそれが過信
となり，他人を見る目が厳しくなりすぎる領向がある。
③自己否定 •他者肯定：これは劣等感に悩んだり ， ゆううつになりやすい人がとる構えであ
る。




ち，親の自我状態 (Parent)，大人の自我状態 (Adult)，子どもの自我状態 (Child) と呼んで
いる。 自我状態とは，感情および思考，さらには，それらに関連した一連の行動様式を統合し
批 判的な⑨ 自分の価値観や考え方を正しいものとし，それを譲ろうとしない













状 (A) 過剰になる と有言不実行型になる。の態
子 自 由 なc 人格の中で最も生来的な部分。
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選抜試験は第 1 次試験に，国語・英語・理科（物理・化学•生物の内 1 科目選択）の: 3 科目
300点満点で選考され，第 1次試験で合格した受験生が第 2次の面接試験を受けることになっ
ている。面接試験は受験生 7名を 1組として， 30分間，あるテーマについて討論させる。その
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みた知能構造は図 8で示しているように，適性グループでは統合型が多く見られるのに対し，
非適性グル ープでは逆に統合型が少なく現れている。このことは ，適性グル ープの方が，論理
思考と創造思考のパランスがとれ， しかも高い水準にあることを特徴づけている。
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